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V − 1.　国際ワークショップ・シンポジウム

V − 1 − 1.　「学位プログラムをどうデザインするか？
―歴史学分野におけるチューニングの事例から―」

（Rethinking Ways to Design Degree Programs:
An Example of Tuning in the History Discipline）

1.　概要

　2014 年 9 月 1 日、京都大学芝蘭会館別館において、アメリカ・ユタ州立大学のダニエル・マッ
キナーニー教授と国立教育政策研究所の深堀聰子氏を招き、第 88 回京都大学高等教育研究開
発推進センター公開研究会・国際シンポジウム「学位プログラムをどうデザインするか？―歴
史学分野におけるチューニングの事例から―」を開催した。チューニングとは、各分野の専門
家が集まって、それぞれの学問分野の知識・技能・方法などを明確化し、それを各大学の文脈
に調整（tune）し、調和させる協働的な取り組みのことである。
　ユタ州高等教育機構（The Utah System of Higher Education）は、ルミナ財団から助成金
を得て、2009 ～ 2011 年の 3 年間にわたり、歴史学と物理学においてチューニング・プロジェ
クトを進めてきた。なかでも、ユタ州立大学（USU）の歴史学部は、ユタ州の各大学間で共
有した歴史学のコンピテンシーと学修成果を学位プログラムと各科目に組み込むことに成功
し、その取り組みは、米国歴史学会（American Historical Association）を通じて、全米規
模に拡張されるにいたっている。
　このシンポジウムでは、ユタ・チューニング歴史学チームのメンバーを務めたマッキナーニー
教授と、海外におけるチューニングの動向に精通しておられる深堀氏を迎えることで、チュー
ニング・プログラムはどのようにデザインされるのか、教員間・大学間の合意はどのように形
成され、またその過程でどのようなインパクトが生まれていくのかを学び、チューニングが日
本での学位プログラムに与える示唆について、参加者間で考えを共有した。
　参加者は 55 名（学内 19 名、学外 36 名）であった。

2.　講演

　まず深堀氏から、「チューニングとは何か？―目的、プロセス、教育政策への示唆―」とい
うタイトルで講演があった。チューニングの目的は、大学教育のアウトカムを「学問分野別」
に定義し、学位プログラムを体系的に設計・実践することである。そして、アウトカムの調整
(tune) は、「大学教員と社会」「大学間」、さらには「国際」的な層において行われる。深堀氏は、
チューニング・プロセスのモデルを提示し、先駆的な事例として Tuning-AHELO テストバン
クの取り組みを紹介した後、学士課程答申に見られるような近年のアウトカム重視の大学改革
において、各大学の内部での質保証、大学間・学問分野の枠組みの中での質保証のために、チュー
ニングが求められることを論じた。
　次にマッキナーニー教授から、「歴史学のコアと歴史学学位プログラムの開発―USU での経
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験から―」というタイトルで講演があった。教員にチューニング事業への参加を促すためには、
慎重かつ適切にステップを踏むべきである。このことを説明するために、マッキナーニー教授
はユタ州立大学歴史学部における自身の経験を詳細に紹介した。チューニング事業を着手する
際には、まずはこの事業自体への懐疑的な声や「苦情」に耳を傾けることからはじめる。その
上で、先行事例に基づいた議論、アウトカムの絞り込み、執行部や学生との対話、カリキュラ
ムの構築などチューニング・プロセスが徐々に進展していくのである。また、マッキナーニー
教授は、こうしたユタ州立大学での取り組みが、米国歴史学会の組織的活動として、全米規模
に展開し、歴史学におけるコア・コンピテンシー、ラーニング・アウトカムの明確化が行われ
たことを、実際に用いられた貴重な資料などに基づいて紹介した。

3.　パネルディスカッション 
　
　講演終了後、休憩をはさんでパネルディスカッションが行われた。パネルディスカッション
ではまず、指定討論者として本センターの松下佳代教授が「京都大学の教育改革―チューニン
グから何を学ぶか？―」と題した話題提供を行った。松下教授は、京都大学での学位プログラ
ム改革の背景とその現状について報告した上で、本学を含め日本の大学が直面する課題に対し
て、チューニングの取り組みから何を学ぶことができるか、その展望と課題を示した。ディス
カッションにおいては、各大学での教員間でどのように合意形成をすべきか、チューニング・
プログラムにおいて専門学会が果たす役割、学位プログラムと学問分野のズレ、日本特有の課
題などについて、フロアもまじえた活発な質疑応答がかわされた。

4.　アンケート結果

　参加者にはアンケートを実施し、55 名中 34 名の回答があった。研究会全体は有意義であっ
たかをたずねたところ、有効回答のうち「とても有意義だった」が 23 名、「有意義だった」
が 8 名、平均 4.74 と極めて参加者の評価が高かった。加えて、プログラムで有益であった点
を尋ねたところ（複数回答可）、マッキナーニー教授の講演を挙げた参加者が最も多く（31 名）、
次いで深堀氏の講演（23 名）、松下教授の指定討論（21 名）、パネルディスカッション（16 名）
が挙げられた。また自由記述において感想・意見を求めたところ、「人文系の事例について学
べてよかった」、「文系学部のチューニングの可能性のヒントが得られた」など、人文系分野で
の実践を念頭においた意見の他、「日本の大学業界全体で考えるべき大きな課題であると思っ
た」のように、チューニング・プログラムを我が国の大学教育の問題として捉え、今後の課題
として受け止める意見もあった。本シンポジウムは逐次通訳で行われたが、時間の有効活用の
ために同時通訳を求める意見も見られた。

　参考資料として、当日のプログラムが記載された広報チラシを掲載する。
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　（田中　一孝、松下　佳代）
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V − 1 − 2.　「学習のための、学習としての評価
―PBLとMOOCにおける学習評価の可能性―」

（Assessment for and as Learning: 
Possibilities of Learning Assessment in Project- 
and Problem-Based Learning and MOOC）

1.　概要

　2014 年 10 月 8 日、京都大学芝蘭会館山内ホールにおいて、ハーバード大学のエリック・
マズール教授を招き、第 89 回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会「学習のた
めの、学習としての評価―PBL と MOOC における学習評価の可能性―」と題する国際シンポ
ジウムを開催した。近年、アクティブラーニングや深い学びを支援する授業の必要性が叫ばれ
る一方、そうした学習の成果をどのように評価すべきか、悩んでいる教員は多い。本シンポジ
ウムでは、PBL（プロジェクト型学習、問題基盤型学習）と MOOC の実践を事例に、その学
習成果を把握するための学習評価のあり方をさぐった。
　本センターは昨年、一昨年とマズール教授を招き、大人数講義におけるクリッカーを使った
ピア・インストラクションや、リアルタイム学習評価システム Learning Catalytics を使った
授業と学習評価の方法について学んできた。今回のシンポジウムでは、ハーバード大学でのプ
ロジェクト型学習の評価を中心した報告があり、会場の参加者は学生の学びを促すための評価
の方法について活発な議論を交わした。参加者数は 89 名（学内 29 名、学外 60 名）であった。

2.　講演・報告

　まず、マズール教授から、「学習の評価から、学習のための評価へ（Assessment for (not 
of) Learning）」というタイトルで講演があった。伝統的な教授法は情報の移転を目的として
おり、そこでの評価・テストは、情報の移転が成功していること、言い換えれば暗記ができて
いるか否かを測っていた。しかしながら、このような暗記した知識の大部分は時間とともに失
われてしまう。さらに、暗記した知識や既知の手順によって解決可能な問題は、コンピューター
でも解けるものである。そこでマズール教授は、ブルームのタクソノミーに基づきながら、暗
記などの低次の思考能力ではなく、創造的でイノヴェーティブな高次の思考能力を学生に身に
付けさせるべきであり、そのためのアセスメントが求められていると論じた。さらに、アセス
メントの目的は学生のランク付けではなく、フィードバックに焦点を当てることを強調した。
マズール教授の授業はアセスメントも含めてチームで行われ、そこに必ず新たな学びが生まれ
るようにデザインされているそうである。最後にマズール教授は、教員と学生の間での「基準
合わせをしたピアレビュー（Calibrated Peer Review）」の実践事例を紹介した。
　休憩をはさんで、本センターの飯吉透教授から「MOOC の進化と学習評価」と題した報告
があった。まず飯吉教授は、京都大学が edX において提供したコース ”Chemistry of Life” を
紹介し、そこで実践されたアセスメントがまさに学生の創造性を育てることを目的としたもの
であると述べた。次に、MOOC の伸長は大学における教育のパッケージ化、自動化、コンピュー
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ター化を促進する一方、デルフト大学で提供された MOOC のように、学生の大規模なインタ
ラクションを引き起こし、創造性を育む可能性も秘めていることを指摘した。
　次いで、本センターの松下教授の報告「学習としての評価―PBL におけるパフォーマンス
評価―」があった。松下教授は、はじめに学習評価の構図を論じたのち、PBL（problem-based 
learning）において期待される学習成果を測るための方法として、新潟大学歯学部において開
発・実践してきた改良版トリプルジャンプについて紹介した。その上で、PBL でのパフォー
マンス評価は、従来行われてきた「学習の評価」ではなく、「学習としての評価」として機能
していると論じた。

3.　パネルディスカッション 

　講演終了後、本センターの溝上教授の司会でパネルディスカッションが行われた。まず、マ
ズール教授から飯吉教授へのコメントとして、MOOC に見られるような高度なテクノロジー
を授業に応用することについて可能性を感じる一方、本当に有効かはまだ判断できないという
率直な意見があった。また松下教授へのコメントとして、アセスメントはまさしく学習のため
の機会であると賛成した上で、継続性が重要であることを強調した。その後、アセスメントに
おいて、教員がコーチであると同時にジャッジでなければならない矛盾、さらには Learning 
Analytics が MOOC における学習者の学びをどう促すことができるかなどについて議論が行
われた。その後、フロアもまじえて活発な質疑応答がかわされた。

4.　アンケート結果 

　参加者にはアンケートを実施し、89 名中 45 名の回答があった。研究会全体が有意義であっ
たか、5 件法で尋ねたところ、5「とても有意義であった」が最も多く（32 名）、また平均が 4.66
点であり、本シンポジウムが参加者にとって極めて有益であったことがわかった。
　また自由記述で感想と意見を尋ねたところ、「本学での実施のため大変参考になりました」

「Mazur 先生の授業のしかけは、一部の教員に対して試行的にスタートできると感じた。是非
やってみたい」という本シンポジウムで学んだ成果を授業で実践したいという意見、また「真
正の評価と文科が求めてくる例えば GPA などをどう考えていくのか意見が聞きたいです」の
ように、他の課題との関連で、本センターによるさらなる議論・企画に期待する声もあった。

　以下に当日のプログラムが掲載された広報チラシと発表要旨・資料を掲載する。
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　（田中 一孝、松下 佳代、飯吉 透、岡本 雅子）



ハーバード大学教授（物理学・応用物理学）。同大学応用物理学科長。専門の光物性の

研究と並んで、教育研究でも国際的に知られる。大規模講義における双方向的な教授

法として開発されたピア・インストラクション（ ）は、現在では世界各地で

実践されている。また、 年度からは、 （プロジェクト型学習）にも積極的に取り組

み、成果をあげている。 年には、 、 とともにクリッカー

の進化形である を開発し、教育テクノロジーの新局面を切り開い

た。著書に、 ‘ 、共著書に

など。

「アクティブラーニングや深い学びを支援するよう授業をデザインしてみたが、その学習成果をどう評価すれ

ばよいかわからない。そもそも評価する必要があるのだろうか。」そんなふうに感じておられる教員は少なくな

いのではないでしょうか。

京都大学高等教育研究開発推進センターでは、今年も、ハーバード大学のエリック・マズール教授をお招きし

てシンポジウムを開催します。今回は、 （プロジェクト型学習と問題基盤型学習）と の実践を事例

に、その学習成果を把握するための学習評価のあり方をさぐります。

ピア・インストラクションで世界的に知られるマズール教授が現在最も関心を注いでおられるのが、学習評価

です。マズール教授の手にかかると、学習評価の新しい世界が見えてきます。今回はハーバード大学でのプロ

ジェクト型学習の評価を中心にご報告いただきます。センターからは、 でのピア・アセスメント、問題

基盤型学習におけるパフォーマンス評価について報告し、現在の学習評価の到達点と課題を明らかにします。

わが国の 研究・実践の第一人者である本センター長飯吉透との をめぐる議論も必見です。 

第 ９回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会

科研費基盤研究（ ）「深い学習を促すパフォーマンス評価の開発」（研究代表者：松下佳代）

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター

協賛：学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 連絡協議会

申込方法：下記 よりお申込み下さい

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/apply_form/20141008WorkShop/mail_form/mail_form.html 

定員 名（先着順）

参加費無料

同時通訳あり
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： 開会挨拶 喜多 一 （京都大学国際高等教育院 副教育院長）

司会： 溝上 慎一 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）

： 講演      エリック・マズール (ハーバード大学 教授)

「学習の評価から、学習のための評価へ」

“ Learning”  

優秀な学生でも仕事の世界ではうまくいかず、逆にドロップアウトした学生でも成功するこ

とがあるのはなぜだろうか？ 今日の評価実践の多くがオーセンティックではない、という

のがその一つの理由である。講義が学生への情報伝達に焦点をあわせているのと同様に、評

価は往々にして、その情報を教員に向かっておうむ返しに言わせることに焦点をあわせてい

る。そのために、評価は 世紀の生活に関連性のあるスキルに焦点をあわせるのに失敗し

ているのである。評価は、「隠れたカリキュラム」と呼ばれてきた。学生の学習習慣にとっ

て重要な駆動力になるからだ。教育を意味ある形で変革しようとすれば、評価へのアプロー

チを再考することが不可欠なのである。

： 休憩

： 報告 飯吉 透 （京都大学高等教育研究開発推進センター センター長）

「 の進化と学習評価」

“ ”

松下 佳代 （京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）

「学習としての評価― （問題基盤型学習）におけるパフォーマンス評価―」

“ Learning” 

： パネルディスカッション

パネリスト：エリック・マズール、飯吉 透、松下 佳代

： 閉会挨拶 飯吉 透

タイムテーブル

アクセス

550center@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター

協賛：学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 連絡協議会

京都大学芝蘭会館山内ホール
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V − 1 − 3.　「MOOC時代における大学教育改善」

（Advancing Higher Education in the Age of MOOC）

1.　概要

　本センターは、2015 年 1 月 19 日、京都大学芝蘭会館稲盛ホールにおいて、学内外から参
加者 87 名（学内 31 名、学外 56 名）を集め、第 90 回京都大学高等教育研究開発推進センター
公開研究会「MOOC 時代の大学教育改善」と題する国際シンポジウムを開催した。
　インターネットやマルチメディア等のテクノロジーの教育利用は、一般に、「産業界のニー
ズに対応した社会人の学び直し機会の拡大」や「大学教育の質保証・向上」などに対し、教育
や学習を革新し進展させる可能性がある手段として大きく期待されている。本シンポジウムで
は、そうした中のひとつとして MOOC（大規模オープンオンラインコース）や OCW（オー
プンコースウェア）に着目し、新たな教育技法や教材と既存の授業や学習方法をどのように相
乗的・相互補完的に活かしていくのか、あるいは、学生による主体的・能動的・実質的な学習
を実現するための教授学習活動の可視化、分析・評価を行う方法などについて知識や問題意識
を共有することを目的としている。
　近年、MOOC や OCW が高い関心を集めるとともに、それらが大学教育にもたらす影響に
ついて議論が活発となっている。その一方、日本の大学においては、こうした教育の進展を
支えるためのリソースが極めて乏しく未発達であることから、必要とされる包括的な支援体
制の構築が急務となっている。本シンポジウムでは、ハーバード大学の MOOC プロジェクト
HarvardX に携わり、また世界的に著名な Derek Bok Center for Teaching and Learning の
Faculty Director であるロバート・ルー教授を迎えることで、同大学の先進的な試みや成果、
これまで我が国の大学で推進されてきた教育制度改革やFD（ファカルティ・ディベロプメント）
を踏まえ、教員の教育に対する情熱や学生の学ぶ意欲に基づいた真の教育イノベーションや教
育改善のための具体的な方策を探索し、その可能性や課題について活発な議論を交わした。

2.　講演・報告

　ロバート・ルー教授が、「大学のデジタル革命（The Digital Evolution of the University）」
と題して講演したのに続き、本センターの飯吉透教授が、「京都大学における教育イノベー
ションと教授・学習支援の新たな可能性（New Possibilities of Educational Innovation and 
Teaching and Learning Support at Kyoto University）」と題した講演を行った。
　ロバート・ルー教授は、ハーバード大学の Derek Bok Center における HarvardX などの取
り組みについて、「ハーバード大学の全学的・戦略的な取組であり、先進的テクノロジーの教
育的利用と教員による教育・学習イノベーションを一体化させることによって、既に顕著な成
果を上げつつある」と述べ、とりわけ MOOC ついて、「オンラインだけで完結するコースで
あると思われているが、ハーバード大学では、教育改善・教育改革を、オンライン教育とキャ
ンパスでの授業を通じて成果をあげている」として大学の通常的な教育にも有用であることを
示した。
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　次に、飯吉透教授は、京都大学における edX 関連の取り組みについて紹介したが、とくに
昨年度 edX で提供したコース ”Chemistry of Life” について詳述し、受講者の参加を促すさま
ざまな試みについて述べた。また、同コースは、来年度も提供されることから、コース改善の
視点とその重要性について説明した。
　このほか、京都大学の美濃導彦教授が、多様な個性に合わせた教育を行うために学内システ
ムや環境を整備と、学習データの収集とその利活用について、具体的な提案を行い、最後に、
大阪大学の竹村治雄教授が、大阪大学教育学習支援センターにおける FD プログラムやその活
動、MOOC 制作など幅広い視点での取り組みを紹介した。

3.　パネルディスカッション 
　
　講演終了後、パネルディスカッションが行われた。パネルディスカッションでは、ルー教授
は、MOOC による教育の改善やその促進のためには「大学のキャンパス内におけるコースデー
タの共有やオンラインと対面式授業の並行的実施が重要である」と問題を提起した。これに対
し、飯吉教授は京都大学における取り組みを、竹村教授は大阪大学における取り組みを挙げて
具体的事例を基にした議論を進めた。また、美濃教授からは、学生による教員の支援に関する
提案がなされた。その後、フロアの参加者も交えて質疑応答が行われた。

4.　アンケート結果

　参加者に対するアンケートにおいて、研究会について 5 件法で有意義度を尋ねたところ、
27 名が「とても有意義であった」、8 名が「有意義であった」と答え、その平均が 4.72 点と
極めて高い数値を示した。また、同アンケートにおいて、プログラムについて尋ねたところ（複
数回答可）、「ルー教授の講演」（31 名、）、「パネルディスカッション」（24 名）、「飯吉教授の
講演」（17 名）の順で「有益だった」とする回答が多かった。
　このほか、自由記述で感想と意見を求めたところ、「MOOC の最新動向が知れて非常に意義
深かったです」「各大学の状況と MOOC 全体で実現しそうなことの議論が興味深かった」など、
本シンポジウムから得られた成果に関する意見のほか、「日本や英国の放送大学との関係はど
うなっているか知りたいと思いました」のように、オンライン授業を提供している他機関との
関連について、本センターによるさらなる議論に期待する意見が見られた。
　
　参考資料として、当日のプログラムが掲載された広報チラシを掲載する。
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　（岡本 雅子、飯吉 透、田中 一孝）
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Ⅴ−１−３. 資料１

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター　　協賛：関西地区 FD 連絡協議会　　後援：京都大学 FD 研究検討委員会

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/apply_form/20150119WorkShop/mail_form/mail_form.html
申込方法：下記URL よりお申込み下さい
参加費無料／同時通訳あり／定員１５０名（先着順）

京阪電車
出町柳駅下車徒歩約 15 分

　＊駐車スペースがありませんので、

　　公共の交通機関の使用をお願い致します。

京都市バス
JR 京都駅より市バスD2のりば (206)

阪急河原町駅、京阪祇園四条駅より (201)(31)

いずれも京大正門前下車徒歩約 2分

アクセス　　関西国際空港より京都駅へ JR 関空特急「はるか」で約 75 分

Professor Robert A. Lue  （ロバート・ルー教授）

Robert A. Lue 博士は、ハーバード
大学の HarvardX と Derek Bok 
Center for Teaching and Learning
の Faculty Director であり、分子・
細胞生物学部の教授を務めている。
同大学では、198同大学では、1988 年より教鞭を
取り、生命科学教育プログラムの
ディレクターとしてもハーバード
大学の教育の質向上とオンライン
学習等を活用した世界展開に貢献
してきた。

　「人材・教育システムの国際化」、「産業界のニーズに対応した社会人の学び直し機会の拡大」、「大学教育の質保証・向上」、「教
育情報の公開」、「教育イノベーションの創発」など、我が国の高等教育における喫緊の重要課題・目標に取り組むにあたり、イ
ンターネットやマルチメディア等のテクノロジーの教育利用は、大学における教育や学習を革新し進展させる大きな可能性を孕
んでいる。MOOC（大規模オープンオンラインコース）や OCW（オープンコースウェア）などに代表される新たな教育技法や教
材と既存の授業や学習方法を、どのように相乗的・相互補完的に活かしていくか。また、学生による主体的・能動的・実質的な
学習を実現するために、教授学習活動の可視化、分析・評価を行う方法、そしてその実践的な適用などに国内外の大学の関心が
高まっている。
　しかし、このような教育の進展を支えるための包括的な支援体制は、日本の大学において極めて乏しく未発達であり、必要と　しかし、このような教育の進展を支えるための包括的な支援体制は、日本の大学において極めて乏しく未発達であり、必要と
されるキャパシティづくりが急務である。本公開研究会・国際シンポジウムでは、ハーバード大学の MOOC プロジェクト Har-
vardX と世界的に著名な Derek Bok Center  for  Teaching and Learning の Faculty Director である Robert  A.  Lue 教授を基
調講演者としてお招きし、同大学の先進的な試みや成果、これまで我が国の大学で推進されてきた教育制度改革や FD（ファカル
ティ・ディベロプメント）を踏まえ、教員の教育に対する情熱や学生の学ぶ意欲に基づいた真の教育イノベーションや教育改善
のための具体的な方策を探索し、その可能性や課題について理解と議論を深めたい。

Advancing Higher Education in the Age of MOOC
MOOC 時代の大学教育改善

〒606-8302  京都府京都市左京区吉田牛ノ宮町 11－1　(http://www.shirankai.or.jp/) 

京都大学　芝蘭会館（稲盛ホール）

13：30 ～ 17：20 ( 受付 13：00～)
1 月 19 日 ( 月 )2015 年

京都大学高等教育研究開発推進センター

第 90 回公開研究会・国際シンポジウム
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Ⅴ−１−３. 資料１

問い合わせ先：京都大学高等教育研究開発推進センター事務室
                                （550center@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp ）

主催：京都大学高等教育研究開発推進センター　　　協賛：関西地区 FD 連絡協議会
後援：京都大学 FD 研究検討委員会

　■セッション 1　講演

　　13:30　 開会挨拶　北野 正雄（京都大学理事・副学長）　

　　13:35　 基調講演　Professor Robert A. Lue (Faculty Director, HarvardX and of the Derek Bok Center

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 for Teaching and Learning, Harvard University)

　　　　　　「大学のデジタル革命」　“The Digital Evolution of the University”
MOOMOOC の出現は、「テクノロジーや電子教材が教育の可能性をどのように変革できるか」について、大学に再考

を促す絶好の機会を生みだしてきた。MOOC は、テクノロジーを利用した教育の可能性を示す兆候の一つに過

ぎないが、既存の対面学習（”face-to-face learning”）中心の大学教育改善のあり方を変え始めている。HarvardX は、

ハーバード大学と MIT（マサチューセッツ工科大学）が中心となって創設した非営利の MOOC 機関である edX

と連携しつつ、このような機会を捉えるためのハーバード大学の全学的・戦略的な取組であり、先進的テクノロ

ジーの教育的利用と教員による教育・学習イノベーションを一体化させることによって、既に顕著な成果を上げ

つつある。本基調講演では、この二年半にわたり、HarvardX と同大学の Teaching & Learning Center である

Derek Bok CenteDerek Bok Center が、ハーバード大学における教育改善・教育改革を、オンライン教育とキャンパスでの授業を

通じて、どのような新たな発想と方法によって推進しているかを紹介し議論する。

　　14:35　 講演　　　飯吉 透（京都大学理事補・高等教育研究開発推進センター長・教授）

　　　　　　　　　「京都大学における教育イノベーションと教授・学習支援の新たな可能性」
　　　　　　　　　“New Possibilities of Educational Innovation and Teaching and Learning Support at Kyoto University”

　　15:05 　休憩

　■ セッション 2　 

　　15:20 　話題提供
　　　　　　　　　　　美濃 導彦（京都大学情報環境機構長・学術情報メディアセンター教授）

　　　　　　　　　　　竹村 治雄（大阪大学全学教育推進機構企画開発部長・教育学習支援センター長・

　　　　　　　　　　　　　　　　サイバーメディアセンター教授）

　■ セッション 3　

　　15:50 　パネルディスカッション
　　　　　　　　司会：松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

　　　　　　　　パネリスト：Robert A. Lue、飯吉 透、美濃 導彦、竹村 治雄　　　　　　　　パネリスト：Robert A. Lue、飯吉 透、美濃 導彦、竹村 治雄

　　17:20　 閉会

Advancing Higher Education in the Age of MOOC 
MOOC 時代の大学教育改善
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V − 2.　ISSOTL2014 参加発表報告

1.　ISSOTL20141 について

　ISSOTL (The International Society for the Scholarship of Teaching & Learning)2 は、
2004 年に設立された国際学会である。
　同学会は、高等教育における学習と教授の向上についての実践的研究の推進と知見の普及を
目標としている。初回は、2004 年 10 月 21 日〜 24 日、アメリカ合衆国のインディアナ大学
ブルーミントン校において開催され、８カ国から 440 名を超える研究者が参加した。
　今回で 11 回目の開催にあたる ISSOTL2014 は、2014 年 10 月 22 日〜 25 日、カナダの
ケベックシティにおいて開催され、約 500 名が参加した。本センターからは、センター長・
教授の飯吉透が参加し、”Massive SOTL in Action: MOOC, Critical Thinking, and Peer 
Assessment” と題した発表を行った。本発表では、京都大学が edX を通じて提供した MOOC
講義 ”Chemistry of Life” において、創造力・批判的思考力の育成やピア・アセスメント等の
評価に関する形成的な実践の試みが SOTL の観点から振り返られ、報告された。
　カンファレンスのプログラムは、22 日のプレカンファレンスワークショップ及びシンポジ
ウム、23 日−25 日の各セッションで構成されており、今回のカンファレンス・テーマである 
”Nurturing Passion and Creativity in Teaching and Learning” に表されているように、学
習者の主体的な学習に対する情熱や創造性をどのように喚起し育成するかに関し、様々な実践
研究の発表・報告が行われた。
　また、Advancing Undergraduate Research, National Teaching Fellows & Institutional 
Teaching Award Winners, General Education, Arts and Humanities, Scholarship of Lead-
ing, Sociology, Students as Co-Inquirers, Student Engagement, Pedagogy and Research 
for Online and Blending Teaching and Learning, ISSOTL in History, Problem-Based 
Learning 等の SIG（Special Interest Group）によるグループ・ディスカッションも盛況であっ
た。
　主なセッションのテーマ及び講演者は以下の通りである。

“Developing transformative spaces for learning and teaching in higher education”
Sue Jackson
Pro-Vice-Master & Professor, University of London

“Cirque du Soleil: An environment that welcomes creativity: the story”
Bernard Petiot
Vice-President, Casting and Performance Cirque du Soleil

1 ISSOTL2014 の大会プログラムは以下の Web ページからダウンロードできる（2015 年 2 月 18
日取得）。https://www.issotl14.ulaval.ca/cms/site/issotl14/page108683.html
2 センターからの ISSOTL への過去の参加報告については、京都大学高等教育叢書 27『平成 16 年
度採択特色 GP 報告書　相互研修型 FD の組織化による教育改善 2007−4 年間の活動と自己評価−』

（京都大学高等教育研究開発推進センター、2009 年 3 月）pp.209−223、及び同報告書平成 20 年
度−24 年度の「ISSOTL 参加報告」の項を参照。
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Chairs in Educational Leadership of Universite Laval
Denis Briere
Rector, UniversitéLaval

Three Lessons from Educational Psychology: Spacing, Deliberate Mixed Practice, 
and Formative Testing
Georges Bordage
Professor, University of Illinois at Chicago

Transformations in Undergraduate Education: Beyond MOOCs
Thérèse Laferrière
Professor, Universite Laval
Vivek Venkatesh
Associate Dean, Concordia University
Didier Paquelin
Professor, UniversitéBordeaux Montaigne

講演・ラウンドテーブル・ポスターセッション等の様子

（飯吉　透）
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V − 3.　北京師範大学における授業デザインワークショップ

はじめに

　2014 年 5 月 21 日から 23 日まで、松下佳代教授が北京師範大学に招聘されて、3 日間の授
業デザインワークショップを行った。筆者は通訳として同行したので、その模様について報告
する。
　今回のワークショップの背景として、中国教育部（注：日本の文部科学省相当）が中国の
大学で 30 個の FD 拠点を認定し、FD センターの成立と活動が中国で盛んになりつつあるこ
とがあげられる。2013 年 10 月には、北京師範大学教師発展センター（Center for Faculty 
Development）の教員一行 5 人が本センターを訪れて温かく迎えられ、センターの FD に関
する取組などの紹介を受けた。特に、松下教授たちが文学研究科プレ FD プロジェクトと研究
科横断型授業で行っている授業デザインに一行は関心をもったようである。そこで、日本から
先進的なティーチング方法を学ぶため、そして、両センターの関係を深めるため、松下教授を
北京に招聘することになったのである。ワークショップの詳しいスケジュールは表の通りであ
る。

授業デザインワークショップのスケジュール

5月20日 5月22日 5月24日

8：30-9：00 受付；挨拶など

9：00-9：10 集合写真撮影
本日のスケジュールの確認（李センター
長）

9：10-9：30 挨拶など
デザインした授業の発表（worksheetを
ベースに）

（worksheetを全員に配る）

10グループ×6分（説明5分＋交替1分）

10：10-10：20 コメント（松下）

10：20-10：35 休憩（15分）

 模擬授業（グループ1：説明5分＋実演
20分）

 フィードバックシート記入（5分）

検討会（20分）

コメント（5分）

 模擬授業（グループ2：説明5分＋実演
20分）

 フィードバックシート記入（5分）

検討会（20分）

コメント（5分）

2：55-3：10 休憩（15分）

 模擬授業（グループ3：説明5分＋実演
20分）

 フィードバックシート記入（5分）

検討会（20分）

コメント（5分）

4：05-4：35 休憩（30分）

4：35-5：30 まとめ、修了証書授与

北京に
到着

・松下教授講演：
大学授業をデザ
インする―その
考え方と方法

・李センター長の
補足説明

授業デザインワークショップのスケジュール

5月21日 5月23日

3：10-4：05

日本に
帰国

9：30-12：00

松下教授講演：
学士課程教育に
おける〈新しい能
力〉

10：35－11：30

2：00-5：30

・模擬授業の
翻訳版を
チェックし、次
の日の準備

2：00-2：55

参加者にお
る授業のデ
ザイン
（グループ
ワーク）

9：00　開始

9：10-１0：10
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　今回のワークショップは北京師範
大学教師発展センターの主催で、セ
ンター長の李芒教授や副センター長
の魏紅副研究員（准教授相当）、衷克
定教授などがワークショップに出席
した。さらに、最初の日、北京師範
大学の副学長である史培軍教授が松
下教授に会い、感謝の意を表した。
　このワークショップの参加者は全
部で 135 名であり、北京師範大学だ
けでなく、中国の他の大学からも参
加があった。また、ワークショップの構成は、筆者が仲介しながら、北京師範大学教師発展セ
ンターと松下教授との協議によって決められた。

1.　第 1日（5月 21日）

　1 日目のワークショップは、松下教授の講演を中心に行われた。午前の講演のテーマは、「学
士課程教育における〈新しい能力〉」であった。主に、授業デザインが必要とされる背景が紹
介された。具体的に言うと、社会のグローバル化や知識基盤社会化、IT 技術などの進展に伴い、
人材流動化が進み、個人に求められる知識や能力も高度化した。さらに、大学進学率の上昇に
伴い、大学から社会への移行困難も問題になっている。このような社会の変化を背景に、先進
国が直面しているのは大学教育の質保証である。日本を含め、各国が行った質保証に向けた取
組に共通する特徴は「能力」を学習目標の中に含めていることである。それから、日本では提
唱されている様々な「能力」を紹介し、大学で形成すべき〈新しい能力〉の代表例として、欧
州で行っている Tuning Project の competence をあげた。このような能力や competence を
学生に獲得させるために、カリキュラム・授業や評価のデザインが求められる。一つの典型例
として、アメリカのアルバーノ大学の例が挙げられた。
この大学では、8 つの能力を 6 つのレベルに分けて、各
専攻（専門分野）や各科目の特色にあわせて選択し、具
体化しているという。まとめると、午前の部の講演は、
カリキュラムや授業は、学生が、目標として設定された
能力を形成できるようにデザインする必要性を中国の
教員たちに伝えるものであった。これは午後の展開の背
景知識でもある。
　午後は、「大学授業をデザインする－その考え方と方
法 」というテーマで講演が行われた。午前の部はマク
ロレベルの話であったすれば、午後はもっと具体的な教
育現場でのミクロな話であった。ティーチングとラーニ
ングのパラダイム転換の話から入り、エンゲストローム
の活動システムモデルと佐藤学の学びの三位一体論を
使い、学びを「自己」「対象世界」「他者」の 3 つの軸
から捉えることが主張された。
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　さらに、この 3 つの軸を使い、午前の講演の中に出てきた能力と様々な授業方法の関係を
説明した。続いての授業デザインの話では、授業の階層性、コースデザインと単位制度などの
内容であった。さらに、日本では、政策などのリードによりアクティブラーニングに注目が集
まっているが、活動に焦点をあわせた指導の過ち、つまり、外的な活動だけを焦点にあて、学
生の内的活動を見落とす恐れがあるという点から、ディープ・アクティブラーニングの提案が
なされた。それを踏まえて、ディープ・アクティブラーニングの方法や事例がいくつか紹介さ
れた。講演の終わりでは、教員たちに京大センターで開発した授業デザインワークシートを説
明したうえで、授業をデザインしてもらうための課題が提示された。そして、3 日目に、10
グループに 5 分間ずつ、自分たちのグループでデザインした授業を説明してもらうこと、さ
らに 3 つのグループについては模擬授業と授業検討会も行うことが説明された。

2.　第 2日（5月 22日）

　2 日目は、参加者が 4 ～ 5 人ずつからなる 27 のグループに分かれて、グループごとに授業
デザインに取り組んだ。この活動は、北京師範大学教師発展センターのスタッフのファシリテー
ションの下で行われた。授業デザインワークシートはすべて中国語で記入されていたため、日
本語科の教員や学生の力を借りて、10 グループの授業デザインワークシートを日本語に訳し
てもらい、事前に松下教授がすべてのワークシートに目を通して、3 日目にのぞんだ。

3.　第 3日（5月 23日）

　選ばれた 10 グループの代表が 5 分ずつ、デザインされた授業について説明した。この 10
グループはランダムに選ばれていたが、結果的には多様な授業が含まれていた。医学系の専門
科目の授業、情報系のコンピュータ実習の授業から、キャリアデザインのような授業もあった。
いずれも、授業の性質（専門科目か教養科目か）、授業の対象（何回生か）、授業の目標を決め
たうえで、授業デザインワークシートのフォームを使い、1 コマ（注：中国の場合は、1 コマ
は 45 分 ×2 で構成され、途中休憩時間が入る）の授業をデザインした。
　実際に模擬授業をしてもらったのは 3 グループであった。これも任意に選ばれたグループ
である。各グループはまず 5 分間で授業の概要を紹介し、その後、その中の 20 分間分の授業
を実演した。
　一つ目のグループの授業は「地球の気候変化―エビデンス、原因と影響―」であった。一般
教養科目としての 2 回目の授業という設定であった。検討会では、授業を行った教員が豊富
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なデータや図表を使って、気候の変化
の動向と影響をわかりやすく示したと
ころが高く評価された。一方、改善点
としては、授業より研究の発表っぽい
感じがあり、学生との交流が足りない
ところが挙げられた。
　二つ目の授業は「管理学」という授
業であった。専門科目の 1 回目の授業
という設定であった。最初に、「カエル
を数える」ゲームを学生（参加者）に
実演してもらい、そこから「管理学」
に関連する考え方などを導入した。この点については検討会でも評価されたが、不十分なとこ
ろとして、管理学の概念が羅列的でつながりが見えにくかったこと、パワーポイントが構造化
されていなかったことなどが指摘された。
　三つ目の授業は「世界はフラットか？」という授業であった。MBA のクラスの 5 回目の授
業という設定であった（注：中国の MBA クラスには実務経験が持っている管理層が多く参加
する）。アイプルという会社の成功例から導入し、情報技術の進展に伴い、世界中の国々の貿
易の壁はなくなり、経済における連携が増えるようになったという内容であった。模擬授業で
もビデオを見せた。検討会では、ビデオと授業テーマのつながりが不明確、授業で使う概念の
整理が必要、MBA の学生に対してはもっと教員側の威厳が必要だといった意見と議論があっ
た。
　以上の 13 グループの報告に対して、松下教授はすべて丁寧にコメントした。参加した教員
は最後に松下教授サイン入りの修了証をもらい、満足と称賛の声でワークショップが終わった。

おわりに　

　このワークショップには、北京師範大学の新任教員以外に、北京市内の大学（北京大学、中
国石油大学）、西の四川省（西南財経大学）、東の山東省（山東大学）、南の浙江省（浙江大学）
や広東省（広州中医薬大学）など、中国各地から参加があった。分野もさまざまで、哲学や教
育学、また情報系や医学系・医療系の教員も数多く参加していた。北京師範大学が行った事後
アンケートによると、96.7％の教員がワークショップで習得した授業デザインの技能を授業
中に応用するつもりだと答えている。
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（蒋　妍、松下　佳代）
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